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令和６年度 全国学力・学習状況調査「課題のみられた問題」 

１ 小学校「国語」  

(1) 問題番号３三 ＜正答率が全国よりも低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ｃ読むことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 
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【出題の趣旨】 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりする

ことができるかどうかをみる。 

・正答率は 69.6％で、全国平均より 3.0 ポイント低い。

また、無解答率が 14.8％（全国 12.6％）で、全問題中

最も高い。 

・誤答については、心に残ったところを書いているが理

由を書いていない、物語から言葉や文を取り上げてい

るが心に残ったところを書いていない児童が合わせて

11.5％（全国 11.5％）である。 

 

〇 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができるよ 

うにする 

   それぞれの心に残ったところとその理由を交流することにより、人物像や物語の全体像を 

具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができるようにすることが大切である。 

指導のポイント 

・児童自身が「人物像」や「物語の全体像」、「表現の効果」のどの観点で読んだのかを明確

にしていくことができるよう、友達が着目したところと自分が着目したところを比べる

場を設ける。 

・自分の考えを適切に表現することができるよう、「なぜかというと」や「～からです」な

ど、思考そのものに関わる語句や、「～のところから」など、根拠を表す語句を例示する。 

正
答
例 

 

オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
が
、
ハ
エ
の
女
の
子
に
、
自
分
が
食
べ
て
い
る
の

は
朝
日
の
ひ
か
り
だ
と
話
し
た
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
す
な
お
な
女
の
子
を
お
ど
ろ
か
せ
ず
、
安
全
に
帰
そ
う
と
す
る
や
さ

し
さ
が
表
れ
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
（
百
字
） 

 文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
松
居
ス
ー
ザ
ン
「
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
」
に
よ
る
。
） 

学習指導上の留意点 



 

（
略
） 

(2) 問題番号２二 ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ｂ書くことウ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 
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【出題の趣旨】 目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考

えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる。 

・正答率は 59.6％で、全国平均より 3.0 ポイント高

いが、全問題中３番目に低い。 

・誤答については、下級生に聞いたことから言葉や文

を取り上げて書いているが、「たてわり遊び」のよ

さについて考えたことを書いていない児童が

30.0％（全国 33.0％）である。 

〇 事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫するこ
とができるようにする 

   事実を客観的に書くこととともに、その事実と感想や意見との関係を十分捉えて書くことが
大切である。自分の考えたこと等が客観的な事実に裏付けられたものになっているかどうかを
振り返り、自分の考えをより深めていくことにもつながる。 

 

 

 

 

  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・取り上げた事実が、自分の考えを裏付けるものになっているかどうかを振り返り、内容に注

目して、文章全体に一貫性があるかを確かめたり、文末表現に注目して、事実と考えを適切

に区別しているか、事実と考えを混同して書いていないかを確かめたりする場面を設定す

る。 

・伝えたいことを支える事実としてふさわしいものが取り上げられているかを確認したり、

事実を裏付けとすることでどのような考えを伝えたいのかを確認したりすることができる

よう、児童同士で書いた文章を読み合い確かめ合う場面を設定する。 

 

正
答
例 

 

「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
一
年
生
や
、

「
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
四
年
生
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
学
年
を
こ
え
た

交
流
が
で
き
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
（
百
字
） 
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(3) 問題番号１二(2) ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ａ話すこと・聞くことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 
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【出題の趣旨】 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫すること

ができるかどうかをみる。 

・正答率は 56.4％で、全国平均より 3.5 ポイント高い

が、全問題中２番目に低い。 

・誤答については、用意していた実物を示しながら話し 

たことを捉えることができなかった児童や、相手が興 

味をもっていることに気付いたことを捉えることが

できなかった児童が、合わせて 40.0％（全国 43.1％） 

である。 

 

〇 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるようにす

る 

   表現を工夫するためには、相手や目的を一層意識し、どのような資料を用意すればよいかを

考えることが重要である。実際に話す場面では、聞き手のうなずきや表情等にも注意しなが

ら、聞き手の状況に応じて自分の考えが伝わるように表現を工夫することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

.33 

 

  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・音声言語だけでは聞き手が理解しにくかったり、誤解を招きそうだったりする場合等に資

料を使いながら話すことや、聞き手の興味・関心や情報量等を予想し、どのような資料を

用意すればよいかを考える場面を設定する。 

・目的や意図に応じて資料の順番を変えたり、適切な時間や機会での資料の提示の仕方につ

いて検討したりする時間を設ける。 

・映像ややりとりのモデル等を使い、聞き手のうなずきや表情等の反応にも目を向け、適切

な時間や機会を判断し表現することのよさに気付くことができるようにする。 

正
答 

２ 
 
 



 

・正答率は 35.8％で、全国平均より 0.7ポイント低 

い。また、無解答率は 9.5％（全国 9.8％）と高い。 

・誤答については、22×3.14のように直径の長さと 

円周率から体積が求められると誤って捉えている 

児童が 18.7％（全国 16.0％）、22×22のように立 

方体の一つの面の面積を記述している児童が 6.5％ 

（全国 8.5％）である。 

３ 

 
○ 図形を構成する要素を見いだし、それらを活用して体積を求めることができるようにする 

身の回りの形から図形を捉え、図形を構成する要素を見いだし、体積を求めるために必要 
な情報を判断できるようにすることが重要である。 

 
 
 
 
 

２ 小学校「算数」 

(1)  問題番号３(3) ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：３学年 Ｂ図形(1)ア(ウ)イ(ア) 

                    ５学年 Ｂ図形(4)ア(イ)イ(ア) 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：短答式 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指導のポイント 
・直径が示されている１個のボールがぴったり入る、一辺の長さが示されていない立方体の
箱の体積を求める活動を設定し、立方体を真上や真横から観察するなどして、球はどこか
ら見ても同じ円であることや、その円の直径は球の直径と等しく、立方体の一辺と等しい
ことを理解できるようにする。 

・立方体の体積は、一辺の長さを測ることによって、(一辺)×(一辺)×(一辺)の式で求めら
れることを理解できるようにする。 

【出題の趣旨】 球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め

方を式に表すことができるかどうかをみる。 

正答 

22×22×22 

学習指導上の留意点 



 

・正答率は 30.2％で、全問題中最も低く、全国平均より 0.8

ポイント低い。 

・誤答については、かなたさんとほのかさんが歩いた道のり

が等しいことを表す言葉や数は記述できているが、かなた

さんがかかった時間がほのかさんがかかった時間よりも

短いことを表す言葉や数の記述が不十分な解答が 28.5％

（全国 30.8％）である。 

○ 二つの数量の関係に着目し、場面に応じて速さの比べ方を考察することができるようにする 
場面や目的に応じて、単位時間当たりに移動する長さや、一定の長さを移動するのにかかる

時間として速さを捉え、速さを比べることができるようにすることが重要である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 問題番号４(3) ＜正答率が最も低い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：５学年 Ｃ変化と関係(2)ア(ア)イ(ア）  

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・道がまっすぐであることや曲がっていることに関係なく、歩く道のりが等しい場合はかか

った時間で速さを比べることができることを説明できるようにする。 

・道のり÷時間を用いて速さを求めることで、歩く速さを確認できるようにする。 

・速さの意味に基づいてその道のりや時間を求めたり、図に表したりしながら、問題場面と

比べて求めた速さが妥当かどうか判断できるようにする。 

【出題の趣旨】 道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や
数を用いて記述できるかどうかをみる。 

学習指導上の留意点 

４ <正答の条件> 

かなたさんの方が速いと判断できた上で、次の二つの事柄が

書けている。  

・かなたさんとほのかさんが歩いた道のりが等しいこと 

・かなたさんがかかった時間がほのかさんがかかった時間よ 

りも短いこと 

 もしくは、次の二つの事柄が書けている。 

 ・かなたさんの歩く速さ 

 ・ほのかさんの歩く速さ 

正答例 

【番 号】１ 

【わけ１】  かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋

300＝1200で、1200ｍです。かなたさんとほのかさ

んが歩いた道のりは、1200ｍで同じです。かかった

時間は、かなたさんのほうが短いです。道のりが同

じとき、時間が短いほど速さが速いので、かなたさ

んのほうが速いです。 

【わけ２】  かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋

300＝1200で、1200ｍです。だから、かなたさんの

歩く速さは、1200÷20＝60 で、分速 60ｍです。ほ

のかさんの歩く速さは、1200÷24＝50 で、分速 50

ｍです。だから、かなたさんのほうが速いです。 



５ 

○ グラフを読み取り、見いだしたことを表現できるようにする 

日常生活の場面のデータをグラフに表し、そのグラフから特徴や傾向を捉え、見いだした

ことを表現できるようにすることが重要である。 

(3) 問題番号５(3) ＜正答率が低く、無解答率が最も高い問題＞ 

   学習指導要領における領域・内容：３学年 Ｄデータの活用(1)イ(ア) 

                                   ４学年 Ｄデータの活用(1)ア(イ) 

    評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

・正答率は 45.4％で、全国平均より 1.4ポイント高いが、

無解答率が 12.9％で、全問題中最も高い。 

・誤答については、３月の回数と４月の回数の違いが最も

大きい年代が 2000 年代であることのみを記述している

生徒が 20.8％（全国 21.6％）である。 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

 ・グラフの傾きや重なり等に着目して、数値を正しく読み取り、データの特徴や傾向を捉

える活動を取り入れる。 

・グラフのどの部分やどの数値を基に必要な情報を読み取ったかを他者に分かるように伝

える場面を設定する。 

【出題の趣旨】 折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と

数を用いて記述できるかどうかをみる。 

正答例 

 ３月の回数と４月の回数のちがいが最も大きい年代

は、2000年代で、2000年代の３月の回数と４月の回数の

違いは６回です。 

<正答の条件> 

次の①、②の全てを書いている。 

①３月の回数と４月の回数の違いが最も大きい年代

が 2000 年代であることを表す言葉 

② 2000 年代の３月の回数と４月の回数の違い    

が６回であることを表す数 



 

 

 

〇 話題や展開を捉えながら話し合い、発言を結び付けて自分の考えをまとめることができるよ 

うにする 

話合いにおけるいずれの段階においても、話題を意識しながらその経過を捉えて話したり聞 

いたりすることができるように指導することや、話合いの展開に応じて、互いの発言を結び付 

け、話し合った内容を踏まえて自分の考えをまとめられるように指導することが大切である。 

 

３ 中学校「国語」  

(1) 問題番号１四 ＜正答率が低い問題＞  

学習指導要領における内容：１学年 Ａ話すこと・聞くことオ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えを
まとめることができるかどうかをみる。 

指導のポイント 
・グループで話題を決めて話し合い、その序盤で話題について共通理解したり、発言がある程
度出された段階で内容を整理したりしながら、自分の考えをまとめる学習活動を設定する。 

・自分の発言と他者の発言とを結び付けたり、他者同士の発言を結び付けたりして自分の考え
をまとめ、自分の考えの基になった発言や話合いの内容を整理して述べることができるよ
うに指導する。 

・ＩＣＴを活用し、自分の考えが話合いの話題や内容とどのように結び付いているのか、その
つながりが分かるようにまとめることができたかなどを、観点を示して振り返る場を設定
する。 

・正答率は 49.4％で、全国平均より 4.7 ポイント高い

が、全問題中４番目に低い。 

・誤答については、実際に話すように書くことはできて

いるが、条件１、２のいずれかを満たしていない解答

が 31.9％（全国 32.0％）である。 
 

学習指導上の留意点 

正
答
例 

 

山
岡
さ
ん
の
発
言
に
あ
っ
た
、
様
々
な
人
が
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て
い
る
ウ 

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
と
は
異
な
る
価
値
観
に
意
識 

し
て
触
れ
、
多
様
な
意
見
に
触
れ
に
く
い
状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大 

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

 



 

 

 

(2) 問題番号３四 ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 
学習指導要領の内容：２学年 Ｃ書くことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

る 

【出題の趣旨】 表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよ
うに工夫することができるかどうかをみる。  

〇 自分の伝えたいことが伝わるように、表現の効果を考えて工夫して書くことができるよう

にする  

   用いた語句や表現が、文章の内容を伝えたり印象付けたりする上で、どのように働いてい

るかを確かめながら、より効果的な語句や表現を選ぶことが大切である。 

   

 

 

 

指導のポイント 

・物語を創作する学習の中で、下書きした文章等を読み合い、どのようなことを伝えよう

として各場面の内容を構想していたのか、自分の伝えたいことが伝わるような描写に

なっているのかなどを、説明したり確かめたりする学習活動を取り入れる。 

・工夫したところや、ねらいたい効果、語順をなぜ変えたのかなどを書き留めさせ、振り

返りに活用できるようにする。物語を書く中で、どのような効果をねらって、どのよう

な表現の工夫をしたか、表現をより効果的にするためには、どのようなことが大切か、

などの観点を示し、振り返ることができるように指導する。 
 
 

・正答率は 52.4％で、全国平均より 3.1 ポイント高

い。また、無解答率が 14.6％(全国 15.0％)と、全

問題中最も高い。 

・誤答については、書き出しに適切に続くように、表

現を工夫して物語の最後の場面を書いているが、

どのような効果があるのかを具体的に書いていな

い生徒が 23.2％（全国 26.2％）である。 

学習指導上の留意点 

正
答
例 

ア 

（
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。
）
窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
、
今
日
も

僕
は
い
つ
も
の
場
所
で
君
を
待
っ
て
い
る
。 

イ 

「
窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
」
の
よ
う
に
情
景
を
描
写
す
る
こ
と
で
、 

「
僕
」
の
期
待
感
が
印
象
的
に
伝
わ
る
。 

 
 



 

 

 

(3) 問題番号２一 ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領の内容：２学年 Ｃ読むことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る 

【出題の趣旨】 文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈することがで
きるかどうかをみる。 

 

○ 文章と図表等を結び付け、内容の理解に生かすことができるようにする 

   図表や写真等を含む説明的な文章を読む際には、示されている図表等が、文章のどの部分

と関連しているのかを確認するなどして、書き手の伝えたい内容をより正確に読み取るこ

と、図表等を示すことで文章にどのような効果が生まれているのかを考えることが大切であ

る。 

   

 

 

 

指導のポイント 

・パンフレットや雑誌の記事、ウェブサイトに示されている文章等、実生活の中にある

ものを教材として取り上げ、文脈を踏まえた上で図表等がもつ役割について考える学

習活動を設定する。 

・図表等が文章中にある場合とない場合とを比較し、図表等が示されていることによっ

て何がどのように分かりやすくなるのかを説明し合うことで、筆者が図表等を用いた

意図を考えるように指導する。 

・文章と図表等を結び付けて解釈することと、図表等を用いて分かりやすく伝えること

とを関連付けて指導する。 

 

 

・正答率は 38.0％で、全国平均より 1.7 ポイント高

いが、全問題中最も低い。 

・誤答については、文章と図とを結び付けて読み、読

み手が思い浮かべたり、具体的に捉えたりするこ

とができるようにする役割をもつことを捉えられ

ない生徒が 52.1％（全国 53.7％）である。 

文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

学習指導上の留意点 

正
答 

１
、
２ 



・正答率は 18.6％で、全国平均より 1.5ポイント高いが、 

全問題中最も低い。また、無解答率は 17.6％（全国 

16.4％）と高い。 

・誤答については、式やグラフから「差」を求めることに 

ついて記述しているが、それぞれの式にｙ＝０を代入す 

ることや、グラフのｙ座標が０である点に着目すること 

について記述されていない。 

る。 

４ 中学校「数学」 

(1) 問題番号８(2) ＜正答率が低く、無解答率が全国よりも高い問題＞ 

      学習指導要領における領域・内容：２学年 Ｃ関数(1)イ(イ） 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

【出題の趣旨】 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる

かどうかをみる。 

 

○ 問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにする 

  問題解決の構想を立てたり、問題解決の過程や結果を振り返ったりする活動を取り入れ、 

数学を活用する方法を説明できるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 ・問題解決の方法について、式やグラフをどのように用いればよいかを説明する活動を取り

入れる。 

 ・解決の方法として表現が不十分な説明を取り上げて、問題解決の見通しや過程を共有した

場面を振り返りながら、十分な説明にしていく活動を取り入れる。 

学習指導上の留意点 

〈正答の条件〉 

アを選択し、次の(a)、(b)について記述しているも

の、又は、イを選択し、次の(c)、(b)又は(c)、(e)につ

いて記述しているもの。 

(a) 「強」の場合の式と「弱」の場合の式に𝑦 ＝0 

を代入すること。 

(b) 上記(a)に対応する 𝑥 の値の差を求めること。 

(c) 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ 

の 𝑦 座標が 0 である点に着目すること。 

(d) 上記(c)に対応する𝑥 の値の差を求めること。 

(e) 上記(c)に対応する 2 点間の距離を読み取る 

こと。 

正答例 

〈アを選択した場合〉 

・ 「強」の場合の式と「弱」の場合の式につい

て、それぞれの式に𝑦 ＝0を代入し、𝑥 の値の差

を求める。 

〈イを選択した場合〉 

・ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

について、𝑦 の値が 0のときの𝑥 の値の差を求め

る。 

・ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

について、𝑦 座標が 0 のときの 2 点間の距離を

読み取る。 

 



 
〇 データの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現を用いて説明できる

ようにする 

判断の理由を数学的な表現を用いて説明する際には、箱ひげ図の箱の位置や四分位数等を

根拠として説明できるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：過去の報告書、授業アイディア例等の関連のあるページを紹介する。 

(2) 問題番号７(2) ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

   学習指導要領における領域・内容：２学年 Ｄデータの活用(1)イ(ア) 

    評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

７ 

  

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

・正答率は 28.4％で、全国平均より 2.5 ポイント高
いが、全問題中３番目に正答率が低い。また、無解
答率は 25.5％（全国 29.4％）と高い。 

・誤答については、箱ひげ図の箱の長さやひげの長さ

について記述している生徒が 9.6％（全国 7.6％）

である。 

 

  

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・データの収集の仕方や分析の方法は適切か、結論は妥当かなど批判的に考察できるよう

に、四分位範囲や四分位数、箱ひげ図の箱の位置等に注目して、複数のデータの傾向を多

面的に吟味し、判断した事柄の理由を説明する活動を取り入れる。 

 

【出題の趣旨】 複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を

数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。 

〈正答の条件〉 

次の(a)又は(b)について記述しているもの。 

(a) 箱ひげ図の箱がだんだんと右側にずれていっている

こと。 

(b) 第１四分位数と第３四分位数がだんだんと大きくな

っていること。 

正答例 

・速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、

箱ひげ図の箱の位置が右側にずれていっている。 

・速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、

第１四分位数と第３四分位数が大きくなっている。 



 

・正答率は 28.8％で、全国平均より 2.1ポイント 

高い。 

・誤答については、①をイと解答している生徒が 

23.5％（全国 24.7％）である。 

○ 事象を図形に着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、新たな性質を見いだす

ことができるようにする 

条件を保ったまま動かした図形を観察し、辺や角について変わらない性質を見いだすこと

ができるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

(3) 問題番号９(2) ＜正答率が低い問題＞ 

    学習指導要領における領域・内容：２学年 Ｂ図形(2)ア(イ)イ(ア） 

    評価の観点：知識・技能  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・紙を使った図形を動かしたり、コンピュータで図形が動く様子を観察したりすることな

どを通して、図形の移動について理解できるような活動を取り入れる。 

・１人１台端末等を活用して、それぞれの生徒が図形を操作して成り立つと予想される図

形の性質を見いだす活動を取り入れる。 

・問題の条件を変えた場合、それに伴って変わったところや、条件を変えても変わらない

ところについて考えるなど、統合的・発展的に考察する活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 事象を角の大きさに着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、

新たな性質を見いだすことができるかどうかをみる。 

正答 ① ウ  

② ウ  
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